
 
 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

令和５年度契約監視委員会（第４回）議事録  

 

１．日 時  令和６年３月１９日（火）１４：００～１６：３０ 

２．場 所  農林水産技術会議事務局 筑波産学連携支援センター 本館１階 第４会議室    

３．出席者  堀委員長、岩田委員、菊地委員、柴田委員 

       加藤委員、中根委員、増井委員 

４．議 題 

  （１）農研機構からの報告・提案 

     ① 前回委員会での要請に対する報告       

       ② 随意契約、一者応札・応募の点検数量について（令和５年１０月～１２月） 

  （２）「令和５年度第３四半期に実施した契約案件の点検（令和５年１０月～１２月） 

     ① 競争性のない随意契約  （ ２５件） 

     ② 一者応札・応募案件  （１２０件） 

     ③ 特例随意契約     （ ２２件） 

  （３）その他 

５．議事概要 

   上記議題について事務局からの説明後、点検が行われた。主な内容は以下の通りであ

り、審議の結果、全て了承とされた。 

  （１）農研機構からの報告・提案 

 ① 前回委員会での要請に対する報告 

  ・ 前回委員会の競争性のない随意契約における随意契約理由について、改めて 

説明を行った。 

委員からは、随意契約理由の更なる精査や規程の整理について意見があっ

た。 

    

  （２）令和５年度第３四半期に実施した契約案件の点検 

 ① 競争性のない随意契約 

      ・ 競争性のない随意契約一覧に基づき、委員から事前質問があった１１件に 

       ついて、説明及び回答を行った。 

        委員からは、随意契約審査委員会の審議内容やそれに至る附属資料の追加 

添付、また、随意契約類型区分の適切な設定について意見があった。 

        



 

 ② 一者応札・応募案件 

      ・ 一者応札・応募一覧及びアンケート集計表に基づき、委員から事前質問が 

              あった２２件について、説明及び回答を行った。 

        委員からは、積算の根拠資料、予定価格の妥当性の分析、及びシステム開 

発に係る仕様書の十分な検討について、意見があった。 

 

 ③ 特例随意契約案件 

      ・ 特例随意契約一覧に基づき、委員から事前質問があった４件について、説 

明及び回答を行った。 

 

 

  （３）「国立研究開発法人の調達に係る事務について（令和３年２月２６日内閣総理 

大臣、総務大臣決定）」に基づく手続き 

    ① 特例随意契約に係る事後確認及び次年度における特例随意契約手続きの事前 

承認について 

・ 特例随意契約の手続き状況について、内部監査結果の報告を踏まえて、事

後確認を行うとともに、翌年度における特例随意契約の事前承認につい

て、契約監視委員会の了承を得た。 

  委員からは、内部監査結果を踏まえた公表周期について意見があり、再発

防止策について次回の報告事項となった。 

 

  （４）その他 

     ・ 特段なし 

 

                                     以 上 


